
 
令和元年度事業報告 

自 令和元年１０月１日   至 令和２年９月３０日 

 

 Ⅰ．展覧会   

 

１．第４８回｢日本の書展｣直轄展 

令和２年に入ってからの新型コロナウイルス感染症の世界的感染拡大に伴い、日本では、４月７

日から５月６日まで７都府県に対して緊急事態宣言が発令、４月１６日には宣言が全都道府県に拡

大、５月３１日まで宣言延長になったが、５月１４日に３９県が解除、５月２１日に関西３府県が

解除、５月２５日には全面解除となった。 

直轄４展の展覧会の開催、開催披露祝賀会の実施、会期中のギャラリートークの実施について、

展覧会開催の１カ月前まで重ねて検討審議を行った。代表理事、業務執行理事、理事による審議の

結果、緊急事態宣言中の「関西展（５月２日から開催）」および宣言解除直後の「中部展（６月３日

から開催）」は開催中止となった。また、開催披露祝賀会、ギャラリートークは直轄４展とも中止と

した。 

「東京展」「九州展」は最大限の感染予防対策を行った上で開催した。特に「東京展」は国立新美

術館再開の１団体目として開催することができ、また、感染者が発生することなく、無事に終了す

ることができた。中止や延期が余儀なくされている様々な書道展、ひいては文化芸術活動再開の先

駆けとして多方面から評価をいただいた。 

４８回直轄４展の出品者総数は３，６６５名で、４７回展の３，６７８名に比べて１３名減少。 

 ３，６６５点のうち、関西展（招待・秀抜選）の９８２点、中部展（招待・秀抜選）の６２７点、  

計１，６０９点は残念ながら展示をすることができなかった。関西展委嘱と中部展委嘱は、東京展 

でのみ展示をすることができた。 

展示ができなかった関西展招待および秀抜選、中部展招待および秀抜選出品者からの協賛費の取 

り扱いについては、開催中止までに発生した経費を差し引き、前回４７回展支出額を基に算出して、 

納入された協賛費の約半額、招待には２５，０００円（消費税込み）、秀抜選には１５，０００円（消

費税込み）が現金書留によって返金された。 

 入場者数は東京展４，１３２名（前回８，５９７名）、九州展１，４２５名（前回１，５００名）。

政府から６月１９日までの都道府県をまたぐ移動の自粛要請が出され、東京展は会期のほとんどが

その要請期間と重なっており、例年の半分の入場者数にとどまった。九州展は、都道府県をまたぐ

移動の自粛要請の解除後だったためか、入場者数の影響はほとんど受けなかった。 

例年行っている図録１冊（現代書壇巨匠・現代書壇代表・委嘱作品と全出品者名簿を掲載）およ

び出品者本人の作品ブロマイド２枚ずつの贈呈は、緊急事態宣言以前に写真撮影や制作が終了して

いたため、開催中止となった関西展・中部展を含む全出品者に送付することができた。 

 

（１）関西展 ⇒ 開催中止 

会 期  令和２年５月２日（土）～５月４日（月・祝） 

会 場  マイドームおおさか（１、２階展示ホール Ａ～Ｄ） 

主 催  （公財）全国書美術振興会  産経新聞社 

後 援  文化庁 

協 賛  （公社）日本書芸院 

開催披露祝賀会     令和２年５月２日（土）１２：３０～ 

            シティプラザ大阪 ２階 「旬」 

ギャラリートーク    令和２年５月３日（日・祝）１４：００～ 

            マイドームおおさか（１階展示ホール） 
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関西展は、巨匠１６点、代表１０３点、委嘱４４点、招待４６６点、秀抜選５１６点、合計

１，１４５点を展示する予定だった。 

（参考：前回４７回展の出品総数１，１１１点、入場者数１，９７２名） 

 

（２）中部展 ⇒ 開催中止 

会 期  令和２年６月３日（水）～６月７日（日） 

会 場  愛知県美術館ギャラリー（愛知芸術文化センター８階 Ａ～Ｊ） 

主 催  （公財）全国書美術振興会  中日新聞社 

後 援  文化庁 愛知県 岐阜県 三重県 名古屋市 

各県市教育委員会 東海テレビ放送 

協 賛  （公社）中部日本書道会 

開催披露祝賀会     令和２年６月３日（水）１８：００～ 

名古屋東急ホテル ３階 「ヴェルサイユ」 

ギャラリートーク    令和２年６月６日（土）１４：００～ 

            愛知県美術館ギャラリー 

中部展は、巨匠１６点、代表１０３点、委嘱１８点、招待１８８点、秀抜選４３９点、合計

７６４点を展示する予定だった。 

（参考：前回４７回展の出品総数７８９点、入場者数２，８５３名） 

 

（３）東京展 

   会 期  令和２年６月１１日（木）～６月２１日（日） ６月１６日（火）は休館日 

   会 場  国立新美術館（展示室 1Ａ・1Ｂ・1Ｃ・1Ｄ） 

   主 催  （公財）全国書美術振興会  共同通信社 

   後 援  文化庁 

開催披露祝賀会 ⇒ 開催中止  令和２年６月１１日（木）１２：００～ 

ホテルオークラ東京（プレステージタワー） １階 「平安の間」 

ギャラリートーク ⇒ 開催中止 ①令和２年６月１３日（土）１４：００～ 

国立新美術館 展示室 

                    ②令和２年６月２０日（土）１４：００～ 

                     国立新美術館 展示室 

東京展の出品数は、巨匠１６点、代表１０３点、委嘱４７点、招待６８３点、秀抜選７８９

点、東京展合計１，６３８点、他展の委嘱（関西展委嘱４４点・中部展委嘱１８点・九州展委

嘱１１点）も加わり総展示数１，７１１点、会期中の入場者数は４，１３２名だった。 

（参考：前回４７回展の出品総数１，７１０点、入場者数は８，５９７名） 

    国立新美術館では、感染拡大防止のために各入口でサーモグラフィーによる体温測定など 

の対策をとっていたが、事務局でも消毒液の設置、ガラスケースやソファーの定期的な消毒、 

マスク着用の徹底、共有物を介しての感染を予防するための作品検索台帳や図録サンプルの 

壁面掲示、受付シールドの設置など、最大限の感染症予防対策を行って対応した。今年は外 

出自粛傾向にある中での開催だったために、出品者や公募臨書関連の来場者は少なく、また 

外国人来場者も激減したが、感染者が発生することもなく、無事に終了することができた。 

 

（４）九州展 

   会 期  令和２年６月２５日（木）～６月３０日（火） 

   会 場  福岡アジア美術館(７階企画ギャラリー・８階交流ギャラリー) 

主 催  （公財）全国書美術振興会  西日本新聞社 

   後 援  文化庁 

開催披露祝賀会 ⇒ 開催中止  令和２年６月２５日（木）１２：３０～ 

ホテルオークラ福岡 ３階 「オークルーム」 

 

 

－2－ 



ギャラリートーク ⇒ 開催中止 令和２年６月２７日（土）１４：００～ 

                福岡アジア美術館(７階企画ギャラリー)  

九州展の出品数は、巨匠１６点、代表１０３点、委嘱１１点、招待１４３点、秀抜選２０２

点、合計４７５点、会期中の入場者数は１，４２５名だった。 

（参考：前回４７回展の出品総数は４８０点、入場者数は１，５００名） 

    東京展同様、会場内の感染予防対策を行い、感染者が発生することもなく、無事に終了する 

ことができた。 

 

２．第４７回および第４８回｢日本の書展｣巡回展 

会 期  第４７回巡回展  令和元年７月～令和２年４月 

        第４８回巡回展  令和２年７月～令和３年４月 

   会 場  第４７、４８回展とも地方８カ所で開催予定だったが、新型コロナウイルス感染症

の感染拡大に伴い、第４７回展は７カ所開催、１カ所中止、第４８回展は現時点で

４カ所が開催中止となっている。 

   主 催  （公財）全国書美術振興会  共同通信社  各地元新聞社 

   後 援  文化庁 

現代書壇巨匠と現代書壇代表巡回作品（第４７回展１１６点、第４８回展１１９点）について

は、直轄展終了後、本会・共同通信社・各地元新聞社の共催、文化庁後援により、約１年間を

かけて、地方を巡回する。 

開催中止が相次いだため、第４７回の長野展を最後に今年度の巡回展は終了した。 

 

第４７回｢日本の書展｣巡回展 実施会場一覧 

 開催地 地元主催新聞社 会 場 会 期 地元作品数 入場者数 

１ 富山 富山市 北日本新聞社 富山県民会館 1.7.19～7.22 171 1,894 

２ 島根 松江市 山陰中央新報社 島根県立美術館 1.8.29～9.2 200  750 

３ 青森 青森市 東奥日報社 New’s TO-O ビル 3 階催事場 1.9.6～9.9 267  788 

４ 広島 広島市 中国新聞企画サービス 福屋広島駅前店 ８・９階催事場 1.10.3～10.8 579 16,486 

５ 岡山 岡山市 山陽新聞社 天満屋岡山店 ６階 葦川会館 1.10.10～10.15  491   4,963 

６ 奈良 奈良市 奈良新聞社 奈良県文化会館 2.2.19～2.23  193 3,124 

７ 長野 長野市 信濃毎日新聞社 ながの東急百貨店 2.2.27～3.3  217 1,154 

８ 茨城 水戸市 茨城新聞社 茨城県立県民文化センター 2.4.11～4.16 開 催 中 止 

※白部分が令和元年度事業 

 

第４８回｢日本の書展｣巡回展 実施会場一覧 

 開催地 地元主催新聞社 会 場 会 期 地元作品数 入場者数 

１ 富山 富山市 北日本新聞社 富山県民会館 2.7.16～7.19 開 催 中 止 

２ 鳥取 米子市 山陰中央新報社 米子市美術館 2.8.28～8.31 開 催 中 止 

３ 青森 青森市 東奥日報社 New’s TO-O ビル 3 階催事場 2.9.4～9.7 開 催 中 止 

４ 広島 広島市 中国新聞企画サービス 福屋広島駅前店 ８・９階催事場 2.10.1～10.6 開 催 中 止 

５ 岡山 岡山市 山陽新聞社 天満屋岡山店 ６階 葦川会館 2.10.14～10.19  450 3,078 

６ 奈良 奈良市 奈良新聞社 奈良県文化会館 3.2.17～2.21  －   － 

７ 長野 長野市 信濃毎日新聞社 ながの東急百貨店 3.3.4～3.9  －   － 

８ 茨城 水戸市 茨城新聞社 茨城県立県民文化センター 3.4.10～4.15  －   － 

※白部分が令和元年度事業 
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３．第４８回｢日本の書展｣東京展 公募臨書 

会 期  令和２年６月１１日（木）～６月２１日（日） ６月１６日（火）は休館日 

前期展示 令和２年６月１１日（木）～６月１５日（月）の５日間 

後期展示 令和２年６月１７日（水）～６月２１日（日）の５日間 

   会 場  国立新美術館（展示室 1Ｄの一部 ５１～５３室の３室） 

主 催  （公財）全国書美術振興会  共同通信社 

   後 援  文化庁 

２０１２（平成２４）年の第４０回から東京展に新設・併催された公募臨書も今回９回目と 
なる。出品点数は９４０点で、前回の９７５点より３５点減ではあったが、９００点台のほぼ 
安定した点数を保っている。 
令和元年１２月１９日に、国立新美術館審査室で審査委員６名による入選・落選の審査鑑別

を行ったが、入選率５０％を念頭に置いた審査をし、結果、入選数は４６７点、入選率は４９．

７％となった。内訳は下表参照。 

出品整理料は前回同様２，０００円。入選作品は表具をして国立新美術館の５１～５３の３

室に展示、壁面展示は２段掛けとした。展示後、入選者には表装作品と共に入選證を送った。 

 

 第４８回「日本の書展」東京展公募臨書 入選数一覧 ＜展示方法・展示期間別内訳＞ 

 壁面展示 机上展示 
計 

たて よこ 篆刻 

前期展示 １８２ ５０ ２ ２３４ 

後期展示 １８１ ５０ ２ ２３３ 

入選数合計 ３６３ １００ ４ ４６７ 

 

 第４８回「日本の書展」東京展公募臨書 入選数一覧 ＜作品ジャンル別内訳＞ 

 漢 字 か な 
篆 刻 

たて よこ たて よこ 

３４７ １４ １６ ８６ 
４ 

３６１ １０２ 

入選数合計 ４６７ 

 

 

 Ⅱ．「子どもゆめ基金」助成子ども体験プログラム（ワークショップ）   ⇒ 開催中止 

名 称  筆もじにトライ！２０２０ ～オリジナルうちわを作ろう～ 

日 時  令和２年８月１８日（火） 

Ａコース １３：３０～１４：４０ 

Ｂコース １５：４０～１６：５０ 

        令和２年８月１９日（水） 

Ｃコース １０：３０～１１：４０ 

Ｄコース １３：３０～１４：４０ 

Ｅコース １５：４０～１６：５０ 

        令和元年８月２０日（木） 

Ｆコース １０：３０～１１：４０ 

Ｇコース １３：００～１４：１０ 

Ｈコース １４：５０～１６：００ 

   場 所  日本芸術院会館 講堂 

   参加費・材料費  無料 

   対 象  ３歳～小学校３年生までの子ども（保護者同伴） 

   定 員  各コース３２名（３日間で８コースを設定） 計２５６名 
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   助 成  独立行政法人国立青少年教育振興機構・子どもゆめ基金助成活動より７８万７千円 

の助成（２０１９年は６７万５千円の助成） 

指導者  上籠鈍牛氏、芹澤翔華氏、畠田心珠氏、堀一惜氏、松浦龍坡氏、宮島翠雨氏 

子どもゆめ基金の採択、助成は昨年に続き３回目となったが、新型コロナウイルス感染症の影

響により、子どもゆめ基金部に対し申請の取下げ手続きを行い、令和２年６月３日にイベント中

止が承認された。 

 

 Ⅲ．日本の自然と書の心「日本の書２００人選～東京２０２０大会の開催を記念して～」  
第５議題にて報告 

 
 Ⅳ．書写・書道教育推進協議会   

第６議題にて報告 
 

 Ⅴ．日本書道ユネスコ登録推進協議会   
     第７議題にて報告 

 

 Ⅵ．機関誌および書美術に関する出版物刊行ほか   
１．展覧会作品集等の制作 

（１）第４８回「日本の書展」直轄展 

    ①図録  ４，３００部（前回４７回展は４，４８０部） 

関西展・中部展の開催中止で制作数減。 

現代書壇巨匠・現代書壇代表・全展委嘱作品図版をオールカラー刷りで掲載。 

巻末には、全展招待・秀抜選作家を含む全出品者名簿を掲載 。 

出品者には、１冊ずつ贈呈。 

②出品者本人の作品ブロマイド  ７，６１８枚 

展覧会名・姓号入り ２Ｌサイズ カラー写真 非売品。 

各出品者には、出品者本人のブロマイドを２枚ずつ贈呈。 

（出品者３，６４９名×２枚ずつ、現代書壇巨匠１６名のみ×２０枚ずつ） 

③出品者名簿 関西展  １２，４４０枚 

          中部展    ９，８３０枚 

          東京展  １９，９５０枚 

          九州展    ５，２７０枚 

   ④案内はがき     １２３，４００枚 

   ⑤ポスター            ５７０枚 

   ⑥外国人向け展覧会概要リーフレット  １００枚 

（２）第４８回「日本の書展」巡回展 

   図録（直轄展と同図録）  ９００部 

（３）第４８回「日本の書展」公募臨書 

①入選者名簿  １，６５０枚 

②入選證      ５３０枚 

（４）第４９回「日本の書展」公募臨書 

出品要項   １７，２００枚 

 

２．「子どもゆめ基金」助成子ども体験プログラム 「筆もじにトライ！２０２０」の制作 

応募チラシ 中止のため作成しなかった。 

 

３．機関誌｢書美術｣第３７号 

４，２６０部  令和２年３月１日に発行 

 

４．ホームページの更新 

 
 Ⅶ．書美術功労者の顕彰  

日本芸術院会員を受けられた黒田賢一常務理事の功労を顕彰し、記念品を贈呈した。 

以   上 
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